




























































































































































































った．日給 17銭で始まった千代子の印刷女工の暮しは，17歳頃に勤務した農商務省印刷部では日給 1円 50























ばしで」（島田 1931: 118）つまみ食いをしたという． 
　「ルビやの立番」から始まった印刷女工の仕事は立ち続けの肉体労働であったが，それにもかかわらず「私
達の十時間の労働は，金持のおくさん方が，髪にふりかける，ふけとり香水の一滴にも相当しない」（島田























































































































































































































いた．しかし母はそんな美談の主人公ではなかったようだ」 （豊田 1963: 61）と正子は述懐している．勤倹，節
約，貯蓄等の近代の生活モラルは最後までゆきには浸透しなかったのである．
　4.2　子育て





































































女子 88.8％，男子 96.8％と算出している（深谷 1998: 213）．とはいえ，これが出席率や卒業率を表すわけでは
なく，吉田文によれば，小学校に入学したものの卒業に至らなかった割合は，1907年入学者─ 1912年卒業者
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